
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
（熊本県立熊本北高等）学校 令和５年度（２０２３年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
人間教育に主眼をおき、知・徳・体の調和のとれた全人教育を実践し、将来社会において

自身と誇りをもって生きていく有為な人材を育成する。 
 特に教師と生徒および生徒相互の人間的触れ合いを大切にし、厳しく徹底した教育活動を
通して、「礼節と品位を重んじ、向上心に満ちた意欲的若人」の育成に努める。 

 

２ 本年度の重点目標 
（１）学級経営を基盤とした学校づくり       
（２）生徒指導の充実 
（３）探究学習の拡充と個別最適な学びの推進  
（４）教育活動すべてを通して「生きる力」を育む 
（５）働き方改革の推進と積極的な情報発信 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 

学校 
経営 
 

授業の円

滑な運営 

 

時間割・日課の

管理 

 

授業時数の確保

とバランスのよ

い日課の調整を

行う。 

年間行事予定を

もとに、各学期

間や定期考査間

で の 調 整 を 行

う。 

Ｂ 

授業時間を確保する

ために、曜日変更等で

柔軟に対応した。 

行事の調

整 
各種行事の調整 

 

年間行事に基づ

き、各月行事を調

整する。 

毎週開催される

運営委員会等を

通じて、各部と

の連携を行う。 

Ｂ 

年度途中の急な変更

に対しても、運営委員

会等で調整を行うこ

とで対応した。 

開かれた

学校づく

り 

 

地域・保護者と

の連携 

 

アフターコロナ

の初年度として

行事見直しを進

めながら、ＰＴ

Ａや同窓会との

連携、地域に根

ざした活動をコ

ロナ以前に近い

状態で展開する

。地域及び保護

者の本校教育活

動への理解を深

めていただく。 

駐車場を確保す

ることでより多

くの保護者が学

校行事へ参加し

やすくする。挨

拶運動等育友会

活動を通して地

域、保護者の学

校への理解と学

校との連携を深

める。育友会報

の内容充実と配

付先拡大、学校

ＨＰでの情報発

信など広報活動

の強化、各種式

典の適切な運営

、地域ボランテ

ィア活動への積

極的な参加要請

を行う。 

Ａ 

学校行事（入学式・卒

業式）においてグラウ

ンドを駐車場として

活用した。挨拶運動で

は生徒が登校時危険

に巻き込まれる可能

性が高いことなどを

知っていただくこと

が出来た。その他の活

動においても学校、生

徒の状況を保護者が

知る機会となった。会

報の配付先拡大には

至らなかったが、デジ

タル配信の可能性に

ついて議論を持つこ

とができた。ＨＰは行

事ごとにブログの更

新を行った。様々な学

校行事をコロナ禍以

前に戻すだけではな

く、より良いものに変

えていく視点で計画

立案を行うことが出

来た。長期休業前に地

域のボランティアに

積極的に参加するこ

とを促すプリントを

配付した。 



近隣小・中学校

との連携 

 

地域・保護者と

の連携により、

本校が取り組ん

でいる SSH事業

の充実を図ると

ともに、活動の

様子をオンライ

ンや本校ＨＰ等

を活用して活動

を広報する。 

中学生科学研究

発表会を本校で

開催する。中学

校訪問時には、

SSH NEWS（広報

チラシ）や、課題

研究報告書を配

付 す る な ど し

て、SSHの活動を

中学校職員に積

極 的 に 広 報 す

る。また、ハイブ

リッド型発表会

への参加を案内 
する。 

Ａ 

中学生発表会を現地

及びオンラインで開

催した。近隣中学校だ

けでなく、県内各地か

ら科学展上位の生徒

を中心に申込みがあ

り、４校から９件の研

究テーマについて発

表があった。学校訪問

の際には、SSH NEWS

等を配付した。さら

に、本校の SSH ハイ

ブリッド型成果発表

会を案内した。 

業務改善 

働き方改

革 

時間外業務従事

時間の削減 

 

時間外業務従事

時間の平均が、昨

年度を下回るよ

うにする。 

職員が余裕をも

って業務に取り

組 め る よ う に

し、生徒一人一

人と向き合う時

間を確保する。 

各自の勤務状況

を過年度と比較

できる資料を配

付し、時間外勤

務に対する意識

を啓発する。職

員の業務状況の

把握に努めると

ともに、適宜声

かけや面談を行

う。 

業務の平準化や

校務分掌の見直

し、行事の精選

に取り組む。 

Ｂ 

時間外業務従事時間

平均は、10 月まで前

年度を上回るペース

で推移していたが、定

時退勤日の設定や代

休・年休取得の推進を

掲げて呼びかけを行

った結果、11 月から

前年度平均を下回る

ペースで１月まで改

善傾向が見られた。ま

た、行事の精選委員会

を立ち上げ、来年度以

降の行事精選を各分

掌で取り組むことが

できた。 

職場環境の改善

と職員の健康増

進 

 

職員間の情報共

有が円滑に行わ

れるシステムづ

くり、年休・代休

が取得しやすい

環境づくりを行

う。 

衛生委員会等に

おいて、職員に

とって効率的か

つ快適な職場環

境について検討

し、改善を図る。 

Ｂ 

今年度リフレッシュ

スペースを作るなど

職場環境の改善が見

られた。年休・代休取

得については校長自

ら積極的に声かけを

行い、休暇取得率は増

加した。 

学力 
向上 
 

授業力向

上 

 

授業改革 

 

１人１台端末な

ど ICT の活用等

による授業改革

を進める。 

生徒による授業

評価アンケート

を年２回実施す

る。集計結果を

踏まえて、各授

業 の 改 善 を 図

る。 

Ｂ 

年２回のアンケート

を実施し、各項目につ

いて、教科ごとの平均

値を算出した。また、

個人データを提供し、

授業改善に役立てて

もらった。 

公開授業の推進 

 

各自３回以上の

公開授業の実施

と、２回以上の授

業参観を行う。 

スキルアップ期

間を設け、公開

授業を行い、教

科の枠を越えて

授業を参観し、

授業力向上を図

る。 

Ａ 

スキルアップ期間を

２回設け、２回目の公

開授業を保護者にも

案内することで参観

者数が増えた。 

 

 



主体的に

学ぶ姿勢

を育てる 

生徒の主体的に

学ぶ姿勢を育て

る授業の実践 

 

ICT を活用した

授業の研究及び

思考力を問う考

査問題の出題を

推進する。 

スキルアップ期

間を利用した相

互授業参観を推

進する。教科会

等で問題を検討

しながら作問力

の向上を図る。 

Ｂ 

スキルアップ期間等

を利用しながら、積極

的な意見交換が行わ

れた。また、主に１、

２学年では、観点別評

価に対応した問題作

成及び研究を行った。 

評価の改善 

 

観点別学習状況

の評価について

前年度に定めた

基準をもとに実

践する。 

授業の各場面で

観点ごとに評価

を行う。カリキ

ュラムマネジメ

ントの視点で評

価結果を教科会

等で分析し、生

徒の学習改善や

教師による指導

の 改 善 に 生 か

す。 

Ｂ 

各教科で話し合いを

しながら、観点別評価

を実践した。主に１、

２学年では、昨年度に

観点別評価を行った

先生の意見を取り入

れながら、評価・分析

を行い、生徒の学習改

善や教師の指導改善

に生かした。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

生徒の進

路目標達

成 

 

 

個に応じた進路

指導並びに教科

指導の実践 

 

きめ細かで正確

な情報提供と習

熟度に応じた教

科指導、個々の

進路に応じた個

別指導の充実を

推進する。 

学年別の進路ガ

イダンスの実施

と「北陵羅針盤」

や業者資料を活

用した計画的な

進路学習を実施

す る 。 ま た

Classi等で進路

情報を配信し、

その時々に即応

した情報を的確

に発信する。ま

た、進路希望に

応じて必要とな

る教科学力向上

に向けた教育活

動を構築する。 

Ｂ 

Classi 校内グループ

機能を用いて学年別

の進路講演動画を配

信し、各種進路情報を

定期的に保護者・生徒

に告知した。さらに、

学習機能を用いて各

教科から課題を配信

し、授業の復習や対外

模擬試験の事前学習、

また、生徒個々の学力

に応じた自主学習に

活用することができ

た。進路志望調査や模

試結果の分析を職員

で共有し、生徒へのフ

ィードバックを行っ

た。 

進路選択

に対する

意識の高

揚 

 

 

学校教育全般に

おけるキャリア

教育的視点によ

る指導の充実 

 

生徒の発達段階

に応じた進路関

係行事の充実と

教育活動全般に

おけるキャリア

教育の実践を図

る。進路指導に

係るルーブリッ

ク評価の実施と

活 用 を 推 進 す

る。 

職業別講演会な

ど、進路意識向

上に向けた行事

の充実を図る。

また、大学・学部

・学科研究など

を通して、具体

的な進路選択に

係る情報収集の

方 法 を 指 導 す

る。さらに、ルー

ブリック評価の

実施によって目

指す生徒像の共

有化を図り、自

己の進路に向け

た学校生活の在

り方を改善して

Ｂ 

昨年までコロナ禍で

制限のあったインタ

ーンシップの派遣先

を増やし、オープンキ

ャンパスへも積極的

な参加を促した。早期

から進路選択につい

て考える契機とする

ため、１年生対象の職

業別講演会の開催時

期を秋から夏へ変更

した。学校内外での諸

活動をポートフォリ

オに残させることで

自身の体験を進路と

結びつける習慣付け

を図った。年２回のル

ーブリック評価の結



いくための標と

する。 

果を踏まえ、次年度に

向けてより効果的な

指導方法や時期を検

討している。 

ＳＳＨ事業 

の推進 

 

SSH事業活動を通

じて身に付けた

技術、知識や研究

成果を進路決定

に活用する。 

課題研究をはじ

めとする各事業

において大学等

と の 連 携 を 強

め、研究の深化

を図る。テーマ

設定時に自己の

在り方・生き方

に関する考えを

深め、その活動

経験を生かした

進路及び受験に

ついての研究を

進める。 
Ａ 

国内外の大学、企業、

公的機関から協力を

得ている。課題研究に

おいては大学、企業、

公的機関との連携を

図り、研究を深化させ

た。課題研究のテーマ

設定時に、自己の在り

方・生き方を深める活

動を実施し、課題研究

を進める中で、SSH 事

業を通して育む資質・

能力が向上した。ま

た、それらの経験と研

究した成果を活かし

た学校推薦型や総合

型入試での合格者は

高い水準を保ってい

る。米国 Apple 社の大

会での上位入賞者で

ある卒業生による講

話や、生徒の興味・関

心に沿った講師を近

隣大学等から招きサ

イエンスカフェとし

て座談会を実施した。 

生徒 
指導 
 

交通安全

教育の充

実 

 

 

自転車安全利用

五則に則した運

転の向上 

 

保護者、地域、諸

機関、警察と連

携した取組を実

施し、指導の充

実を図る。 

また、交通委員

会の活動の活性

化を図る。 

今年度は登校指

導（交通指導）を

計画的に行い交

通安全の徹底を

図る。 

交通法規テスト

を年２回実施し

９０％以上の正

解率を目標に置

く。地域、自動車

学校、警察など

と連携し交通講

話 等 を 実 施 す

る。また、日頃か

ら交通委員によ

る交通安全や交

通マナーの向上

の呼びかけ指導

を行う。 

Ｂ 

本年度も入学後の１

年生が近隣の自動車

学校協力のもと交通

安全教室を受講し、事

故防止に向けて規範

意識や交通ルールに

ついて理解を深めた。

また、交通委員会によ

る自転車無施錠点検

等も北辰週間にあわ

せ積極的に行った。今

後は、交通事情を踏ま

えた自転車運転をも

っと身に付けてもら

いたい。 

健全な心

の育成 

 

社会性や対人関

係能力の向上 

 

基本的な生活習

慣の確立、身だ

しなみ、あいさ

つ等のマナー向

上を図る。 

身だしなみ指導

を充実させる。

「北辰週間」で

生徒会による呼

びかけを実施す

る。「リーダー研

修」等により、リ

ーダーを育成す

る。生徒の自発

Ａ 

年間５回の北辰週間

を通じて生徒会の中

心に身だしなみやあ

いさつ運動、マナー向

上に向けた取り組み

を計画的に行うこと

ができている。また、

リーダー研修を行い



的活動を促進す

る。 
生徒会や部活動キャ

プテンのリーダーと

しての資質向上に取

り組むことができた。 

人権教
育の推
進 

推進の体

制と研修

の充実 

 

 

人権教育の課題

の共有化と人権

教育推進協力体

制の充実 

 

年間３回の全職

員に対する人権

教育校内研修会

を実施する。そ

の中で、すべて

の学校生活にお

いて、人権教育

が有機的に積極

的に推進される

ように働きかけ

る。 

部落差別（同和

問題）をはじめ

とする様々な人

権問題に関する

動画やスライド

を用いた職員研

修会において研

究協議を実施す

ることで職員の

意識の向上を図

る。 

Ｂ 

６月に部落差別（同和

問題）に関する動画

「心の窓を拓いて」の

視聴による研修を実

施した。１１月に「部

落差別事象の再発防

止に関する研修資料」

および「人権教育の指

導方法等の在り方に

ついて（第三次とりま

とめ）」による研修を

実施した。２月は「性

的指向・性自認に関す

る人権」資料による研

修を実施する。 

人権意識

を高める

ための教

育の充実 

人権意識を高め

るための教育及

び他者への思い

やりの心を育む

教育の充実 

 

教育の根幹に人

権教育を据え生

徒にしっかりと

寄り添い、一人一

人を大切にした

教育の推進 

 

生徒一人ひとり

に対して、部落

差別（同和問題）

をはじめとした

様々な差別解消

に関わる取組の

実践力を高め、

態度に表すこと

ができる豊かな

人権感覚を涵養

する教育の充実

を図る。 

人権教育 LHRを

年３回実施して

「人権意識の涵

養」が実現する

プログラムの実

践を図る。教育

相談部との連携

を深めて情報と

課題の共有を図

る。 

Ｂ 

人権教育に関する特

設のＬＨＲを３回（３

年生は２回）実施し

た。関連のスライド資

料にも各学年独自の

工夫がなされていて、

前年度よりも内容を

深めた取組であった。

授業後の生徒の感想

文にも人権意識の深

化が認められた。 

命を大切

にする心

を育む指

導 

自己肯定感を高

める人権教育活

動の体系化を図

る。 

 

 

 

生徒一人ひとり

が互いの存在を

認め合うことが

できる自尊感情

の高揚に資する

人権教育の充実

を図る。そのた

めの言語環境を

含む学習環境の

整 備 を 推 進 す

る。 

命を大切にする

心を育む指導の

在り方の研究を

深める。各領域

における指導プ

ログラムを構築

する。人権作文

の熟読および人

権標語の制作に

よって生徒の人

権感覚・言語感

覚 の 深 化 を 図

る。 

Ｂ 

７月には「心のきずな

を深める月間」の取組

として、中学生全国大

会入賞の人権作文（３

本）の熟読を生徒・職

員全員で実施した。関

連して、人権標語の作

成を全校生徒が取り

組んだことで、人権に

関する言語感覚が高

まり、個々の人権意識

の高揚に繋がった。 

いじめ
の防止
等 

いじめを

生まない

人間関係

づくり 

 

安心して学校生

活を送ることが

できる環境づく

り 

 

生徒間のコミュ

ニケーション能

力を高め、「いじ

り」や「からか

い」等をさせな

い 集 団 を つ く

る。 

心身の変化を見

逃すことなく家

庭訪問や面談を

実施し、迅速に

対処する。その

後も積極的に個

人 面 談 等 を 行

う。行事等を通

じて仲間づくり

の機会を積極的

につくる。 

Ｂ 

二者面談、三者面談を

適宜行い、保護者との

共通理解や生徒理解

に努めた。 

ＳＮＳの利用の仕方

等について定期的な

指導を行っていく必

要がある。 



自己理解と自尊

感情の構築 

 

生徒間でお互い

を尊重し、認め

合う雰囲気や環

境をいじめ防止

の観点に立って

構築する。 

担任や教科担当

者等が日ごろか

らクラスの雰囲

気づくりや周囲

への配慮につい

て話をする。生

徒会主催の「北

辰週間」でのア

ンケートや職員

研修等でクラス

の状況や生徒の

様子等について

の情報共有を行

う。 

Ａ 

体育大会や北陵祭、ク

ラスマッチ等の学校

行事において、前年度

以上にクラスの親睦

を深める場面や互い

に認め尊重し合う場

面も多く、成果があっ

た。 

いじめを

許さない

学校の雰

囲気づく

り 

 

 

いじめの早期発

見と事案に対す

る迅速かつ適切

な対応 

 

いじめを早期に

発見する。日頃

から生徒情報を

正確に把握し、

些細なことに対

しても情報提供

・交換を迅速に

行う。 

事案が発生した

場合は迅速かつ

適切な対応を行

い、再発を防止

する。 

全職員が生徒の

日々の様子を観

察する。職員間

の情報交換会や

ＳＣを通じて生

徒 情 報 を 把 握

し、迅速に対応

する。「心のアン

ケート」等を年

に３回実施し、

いじめの実態調

査を把握し経過

観察を継続して

行う。 

いじめ事案に対

しては学校いじ

め防止基本方針

に基づき、迅速

かつ的確に対応

する。 

Ｂ 

昨年度より毎学期に

いじめに関するアン

ケートを実施するこ

とができている。担

任、学年等の関係部署

と連携を図り、早期対

応や面談、保護者に対

する説明等も行って

いる。 

地域連
携(ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸ
ｰﾙなど
) 

地域と一

体となっ

た災害時

の連携体

制の構築 

近隣地域や各関

係機関との連携

体制 

 

避難訓練の計画

や防災マニュア

ルの改善向上を

図る。また防災備

蓄品を適切に管

理する。 

防災マニュアル

について適宜意

見交換を行う。

北区役所防災担

当者と連携し、

運用について協

議する。 

Ｂ 

初動訓練や避難所開

設を通して、近隣地域

及び関係諸機関と連

携が出来た。防災マニ

ュアルについての意

見を県と市の指針に

基づき行った。 

防災意識

の高揚 

 

災害に対して主

体的に考え行動

できる生徒の育

成 

 

災害に対して生

徒が主体的に取

り組む機会を提

供する。 

避難訓練やボラ

ンティア委員会

の 活 動 に お い

て、防災に関す

る取組を行う。 

Ｂ 

北消防署楠出張所の

指導により避難の際

の注意点や初期消火

の訓練を行い、防災意

識を高めた。 

健康 
教育 
 

健康で安

全な生活

を送る意

識の醸成 

 

生徒自ら心身の

健康について意

識を持つ 

 

生徒の心身の成

長段階に合わせ

た適切な講演会

を実施する。 

性教育講演会・

薬物乱用防止教

育講演会（全生

徒・職員）を実施

する。 

Ａ 

性教育講演会では「ゆ

あさいどくまもと」の

先生から性暴力の被

害の重要性を学び、薬

物乱用防止教育講演

会では、第一薬科大学

の先生から薬物乱用

の恐ろしさを学ぶこ

とができた。 

 



健康を維持する

ための情報提供 

 

広報活動を通し

て啓発する。 
保健委員および

保 健 室 か ら の

｢ KUMAKITAHEALT

H」（ほけん便り）

等を通して、タ

イムリーな情報

提供を行う。 

Ａ 

「KUMAKITA HEALTH｣

において、生徒、職員

ならびに保護者に対

して健康教育の情報

を豊富な話題ととも

に提供することがで

きた。 

良質な教

育環境の

維持と環

境教育の

充実 

 

教育環境及び施

設に係る事故防

止 

 

危険箇所の早期

発見、早期改善

を行う。 

全職員による年

５回の安全点検

を実施する。ま

た、環境美化部

を中心に感染症

対策等の環境整

備を行う。 

Ｂ 

今年度も計画的に安
全点検を実施し、危
険箇所の確認や修繕
等を行うことができ
た。しかし現状の施
設に限界があること
や、清潔な環境を保
つことが難しく課題
となった。 
感染症に関しては、
新型コロナウイルス
感染症が２類から５
類へと移行し、新た
な感染予防の中での
取組が十分とはいえ
なかった。 

学習に適する教

室等の整理整頓 

 

教室内の美化、

整理整頓及びゴ

ミ の 分 別 の 徹

底。職員の清掃・

ごみの分別の指

導の徹底。 

美化コンクール

を年２回実施す

る。美化委員会、

ECO委員会の活

動を通じて、環

境の充実・ECOの

推進に努める。

毎日の掃除を通

じて、ごみの分

別の徹底を職員

自 ら 行 動 で 示

す。 

Ｂ 

美化コンクールは計
画通りに実施でき、
生徒達の美化意識の
向上を目指したが、
掃除が実施できない
日も多く定着には至
らなかった。 
ECO委員会の活動に
おいては、プラスチ
ックごみの収集の一
環として、今年もコ
ンタクトレンズケー
スの回収を行い、ご
みの分別に対する意
識高揚に繋がった。 

特別支
援教育 
 

特別支援

教育の推

進 

 

特別な支援を必

要とする生徒の

理解と支援 

 

特別支援教育に

関する知識と理

解を深めるとと

もに、具体的支

援方法等を学ぶ

機 会 を 設 定 す

る。 

教職員に向けた

校内研修を「生

徒理解」「教育相

談」「特別支援教

育」の観点から

企画・実施する。 

Ｂ 

４月に「生徒理解」
９月に「ＳＣ講話」
の職員研修を企画・
実施した。職員のニ
ーズに応じた話題や
情報提供が課題であ
る。 

具体的支援方法

の検討と提供 

 

個々の生徒の特

性に合った支援

方法を検討し、

効果的な支援お

よび合理的配慮

を提供する。 

定例ケース会議

を開催し、支援・

指導計画ならび

に評価を行い、

成果と課題を次

年度へと引き継

ぐ。年に３回以

上のケース会議

を実施する。 

Ａ 

５月にシート作成、
１月、２月に評価の
ためのケース会議を
開催した。ＳＣの助
言を頂きながら、担
任・保健室・教育相談
部で情報共有し支援
に活かすことができ
た。大学への引き継
ぎ等も確実に行う。 
 
 

 



４ 学校関係者評価 
 本校が素晴らしい取組をされていることが改めてわかった。本校の特色であるＳＳＨと国
際交流をさらに伸ばして生徒が「卒業するときに、北高に入学してよかった」と自信と誇り
を持てるような取組を継続していただきたい。 
 学校、生徒、保護者と多面的に評価されており、振り返りを行うことで課題を明確に改善
されているとますます活気ある学校になるのではないか。企業ではエンゲージメントを高め
ることが求められている。エンゲージメントの高い上司のいる部署は、部下のエンゲージメ
ントも高い。学校も先生方のエンゲージメントを高めていただくことで、生徒の幸福度をさ
らに高めていただきたい。ワクワクする体験・経験からの学びは人間形成に大きいと思う。 
 年々多忙となる学校現場で、授業力向上への取り組みが徹底されている。身だしなみの指
導の充実において、生徒会を中心とした自治的、積極的な取組は素晴らしい。中学校でも生
徒自らが発信し行動する取組を進めたい。 
 ビジネスシーンでのeメールの送り方など、社会との関わり方も指導していただきたい。英
語科を持つ学校として、国際交流を推し進めていただきたい。 
 全体的に目標が具体化されておらず、評価しづらいように見える。目標においてSMART（特
にSpecific：具体的に、Measurable：測定可能な）を意識した文言にしてみたらどうか。A評
価について、量的に達成できたものは、目標を質的に変換してはどうか。改善を目的とした
評価であるべきだと思う。  

 

５ 総合評価 
評価項目（小項目：全２９項目）の評価は、Ａ：９項目、Ｂ：２０項目という結果であっ

た。新型コロナウイルス感染症が５類に変わり、教師や生徒同士のコミュニケーションを取
る機会は増え、活気が戻ってきた反面、交通安全や感染症対策など課題が残る場面も見られ
た。別途実施した学校評価アンケートでは、「教師はわかりやすい授業を工夫している」の
質問に「そう思う・どちらかと言えばそう思う」の生徒の回答が９５．０％と昨年度（９０
．７％）を上回る評価となり、授業の充実につながっている。 

保護者アンケートでは、概ね肯定的な意見をいただいており、特に「生徒の悩みや相談に
親身になって応じている」（R3：86.1％⇒R4:86.4％⇒R5:87.3％）と「保護者とのコミュニ
ケーションを大切にしている」（R3：77％⇒R4:78％⇒R5:81％）の項目において年々評価が
上がっており、学校との信頼関係の構築ができていると考える。 

一方で、学校活動や施設の整備・改善などの情報発信が欲しいとの意見も多く、ホームペ
ージの改善や保護者に対する学校の見える化など情報発信の充実が課題である。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
（１）更なる授業改善の推進 
１人１台端末の活用がさらに進み、各教科の特性を踏まえながら各自で工夫したＩＣＴ活
用し、生徒の個別最適な学びの充実を図った。一方で生徒の学びの自走化や学力保証にお
いては課題があり、さらに職員の授業の充実が求められる。日々の実践が学力に結びつく
ような教師の授業研究が必要である。 

（２）探究活動の深化とキャリア教育の連携による進路指導体制の充実 
 ＳＳＨ事業として、アントレプレナーシップ教育や課題研究で国内外の大学、企業、公的

機関と連携し、数々の成果をあげてきた。今後さらに課題研究とキャリア意識とが結びつ
く仕掛けを構築し、生徒自身があり方・生き方を真剣に考える資質能力を育みたい。自己
実現に向けて努力する生徒が多く生まれ、その生徒のサポートをすべての職員ができる体
制を強固なものにしていく必要がある。 

（３）各科の魅力創造と発信力強化 
 普通科、理数科、英語科のそれぞれの魅力を際立たせ、さらに本校ならでは３科融合的なS

TEAM教育に繋げたい。また、中学生、地域に向けて本校の取組をより知ってもらうためホ
ームページなどで情報発信の仕方も改善する。 

（４）働き方改革の推進 
 教育課程において単位数を減らした他、ノー残業デーの設定、代休の取得推進など多くの

取組を実施してきた。それらの効果で平日の時間外勤務が１時間ほど減少したが、部活動
の活性化により休日の時間外勤務が２時間超増加した。今後は、さらなる取組の他に部活
動運営方針を見直す必要がある。 

 


